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＜報道関係各位＞                                                                                                   
2020 年 6 ⽉ 19 ⽇ 
株式会社タスカジ 

 

【タスカジ調査】緊急事態宣⾔解除後も約９割が家事負担は⾼いまま。 
「家事の状況・イエナカ」に関する実態調査 

〜住環境改善として、整理収納への興味関⼼の傾向も。家事のお助け割引⽀援も実施中〜 
  

シェアリングエコノミーの家事代⾏マッチングプラットフォーム「タスカジ」を運営する、株式会社
タスカジ（本社：東京都港区、代表取締役：和⽥幸⼦、以下タスカジ）は、緊急事態宣⾔発令中と現在
での家事の状況や家に対する意識の変化を調査するため、タスカジユーザーを対象に「緊急事態宣⾔解
除後の「家事の状況・イエナカ時間」についての実態調査」を実施しました。 

 
■サマリー（アンケート詳細は、4 ページ以降の別紙１にて） 

 
 

 

＜家事の負担状況について＞ 
・約 86％もの⼈が、外出⾃粛により在宅時間が⻑くなったのと⽐例して家事時間が多くなった緊急
事態宣⾔発令中の家事負担と、「同程度」もしくは「同程度以上」の負担感を感じている。 

・「新型コロナウイルス感染拡⼤以前との⽇常」と宣⾔解除後の現在を⽐較すると、約半数以上の⼈
が「以前より家事負担は⼤きくなった」と回答。 

・緊急事態宣⾔解除後に抱える家事負担が増える理由として、「分散登校や給⾷未再開などにより、
昼⾷準備が必要だったりスケジュールが⾒通せず準備が困難になっている（46%）」、「⼦供の学校
や保育園が再開し、検温表や書類準備など⼦供に関する作業時間が増えた（45%）」など、⼦供や家
族の⽣活の変化や、コロナ対策のためのイレギュラーなタスクが増えたことによるものが⼤きい。 

・家事の中で、負担感を感じやすい分野は「料理」。 

＜家の中の環境について＞ 
・緊急事態宣⾔発令中の「イエナカ時間」を通して、90%の⼈が、解除後の現在も「⾃分の家の中を
もっといい環境にしたい」と回答。 

・⾃分の家の中の環境を良くするために、実際に取り組んでいることや興味のあることとして、1 位
「家事代⾏（47%）」、2 位「レシピアプリ・サイトを参考（41％）」、3 位「家事に関する情報を
発信しているメディアを参考（33%）」、4 位「家や家事に関連する書籍を読む」。多くが⼿軽に情
報収集できるものが上位となった。 

・「取り組んでいる」「興味がある」ことの具体例として、整理収納系のコメントが多数挙げられ
た。コメント全体の 59%にあたる⼈が、整理収納分野に関連した内容だった。また、家電製品では時
短で料理や掃除ができる製品が多く⾒られた。 

＜調査概要＞ 
■調査名：緊急事態宣⾔解除後の「家事の状況・イエナカ時間」についての実態調査 
■実査時期：2020 年 6 ⽉ 13 ⽇（⼟）〜2020 年 6 ⽉ 15 ⽇（⽉） 
■調査⽅法：インターネット調査 
■調査対象：タスカジユーザー 20〜80 代の男⼥ 
■回答者数：198 名 
                  （20 代 3 名、30 代 44 名、40 代 92 名、50 代 47 名、60 代 11 名、80 代以上 1 名） 



 

■背景 
緊急事態宣⾔期間中に実施した当社のユーザー調査では、コロナ感染拡⼤前と⽐較して外出⾃粛期間中
に約９割弱の⼈が『「イエナカ時間」を通して、⾃分の家の中をもっといい環境にしたいという思いが
湧いてきた』と回答（*1）。⻑い外出⾃粛を通して、⾃⾝の住環境に対する意識の変化がわかりました。 
 
全国的な緊急事態宣⾔が解除され、学校が順次再開し、在宅勤務からオフィス勤務に戻る⼈も増え、
徐々に社会経済活動が再開し始めています。しかし、私たちの⽣活はコロナ感染拡⼤前とは異なり、コ
ロナ対策を⾏いながら⽇常⽣活を過ごす「withコロナ時代の新しい⽣活様式」が求められています。こ
の変化に順応させながら、どのような⽇常⽣活を送っていたり何が課題となっているのか、調査を実施
いたしました。  
（*1）出典：2020年タスカジ「『イエナカ時間・家事の状況』についての実態調査」(https://corp.taskaji.jp/news/2020/05/01/survey2/) 
 
  
■6 ⽉中のスポット依頼実施で利⽤可能 

出社・登校・登園再開などに伴い増加する家事負担のお助け⽀援を実施中 
 

 
 

タスカジでは、withコロナ時代の新しい⽇常⽣活の始まりにより、家事・育児・仕事に⽇々忙しくされ
ている家庭の家事負担を少しでもサポートできるよう、6 ⽉中のスポット依頼実施に対して割引⽀援策
を⾏っています。⼈との接触を⼤幅に削減するためにやむを得ず家事代⾏の依頼を断念していた⽅々に
も、家事代⾏の活⽤で、家の中の環境を整えるサポートができればと考えています。 
 
＜実施概要＞ 
（１）これからタスカジを初めて利⽤される依頼者様 
依頼予約時に【 TU206SHIU02 】のクーポンコードをご⼊⼒いただくと、1000 円割引が適⽤になります。 
（２）すでにご利⽤されたことがあり、緊急事態宣⾔に伴い⽌むなくキャンセルされた依頼者様 
依頼予約時に【 TU206RUS02 】のクーポンコードをご⼊⼒いただくと、200 円割引が適⽤になります。 
 
＜クーポンコードの適⽤条件について＞ 
（１）（２）いずれも、 
・期間：2020 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽕）までに実施された依頼に適⽤できます。 
（＊6 ⽉ 27 ⽇（⼟）がコードのご利⽤期限となります。） 

・コードの利⽤可能回数は 1 回のみです。 
・スポットのご依頼に適⽤されます。（＊現時点で依頼予約済みのものには適⽤されません。） 
・予約時にクーポンコードを⼊⼒してください。 
・募集形式の依頼ではクーポンコードはご利⽤いただけません。 
・交通費は別途実費相当が発⽣し、割引対象外です。 



 

＜出社・登校・登園再開などにともない増加する 家事負担のお助け割引⽀援＞ 詳細 
https://corp.taskaji.jp/news/2020/06/05/info-7/ 
 
＜タスカジさんおよび依頼者の感染防⽌対策の「可視化」について＞ 
家事代⾏の仕事を⾏うタスカジさん（＝タスカジに登録するハウスキーパー）へは、感染対策としてご
依頼時の衛⽣管理など注意喚起をしておりますが、さらにコロナ感染予防対策として政府より提唱があ
った「新しい⽣活様式」を守っていただき、それを取引相⼿である依頼者に分かりやすく伝えることが
重要だと考えています。 
 
そこで、当社は「新しい⽣活様式」をタスカジさんに啓蒙し実践してもらい、タスカジさんの仕事シ
ーンに合わせた表現にしてテンプレート化し、依頼申込時には依頼者が必ず⽬にするタスカジさん個
⼈のプロフィール欄にも記載してもらうよう配布しております。依頼者はこのプロフィール欄に記載
のコロナ対策の実践項⽬を参考にして、依頼をすることが可能となっています。（＊別紙２参照） 
 
＊依頼は、家事をサポートする選択肢の⼀つとして、⾃⼰責任にてご検討ください。 
 
＜ご参考＞ 
新型コロナウイルス感染によるキャンセル⼿続きと対策についてのお知らせ 
https://support.taskaji.jp/hc/ja/articles/360041059952 
 
 
■タスカジのサービスについて（https://taskaji.jp） 
多彩な家事スキルを活かして働くハウスキーパー（タスカジさん）と、家事をお願いしたい⼈とをつなぐ、
シェアリングエコノミーの家事代⾏マッチングサービスです。2014 年のサービスリリース以来、「核家
族から拡⼤家族へ、新しい家族の形を再定義する」というビジョンを掲げ、⼀貫して家庭のあらゆる家事
の課題解決をサポートしてきました。「家事代⾏は⾼価、家事は単純作業」という旧来型の家事意識の改
⾰に挑戦し「コミュニティ循環型サービス運営モデル」の先駆けとなり、家事はクリエイティブな仕事で
あると発信し、証明し続けています。利⽤者数約 68,000 名、登録タスカジさん数約 2,300 名（2020 年 6
⽉現在）。⽇経 DUAL 家事代⾏サービス企業ランキング 2017 １位、⽇経ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2018 働き⽅改⾰サポート賞。 
 
■株式会社タスカジについて
社 名 ： 株式会社タスカジ 
設 ⽴ ： 2013 年 11 ⽉ 6 ⽇ 
代表者 ： 代表取締役 和⽥幸⼦ 
所在地 ： 東京都港区芝 2-26-1 iSmart ビル 301 
事業内容： 家事代⾏マッチングプラットフォーム「タスカジ」の運営 
URL  ： https://corp.taskaji.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先＞ 
株式会社タスカジ 広報担当：⾨出 万⾥⼦（もんで まりこ） 

Tel：080-7827-9202 E-mail：pr@taskaji.jp 



 

【別紙１】 
 
■「緊急事態宣⾔解除後の「家事の状況・イエナカ時間」についての実態調査」詳細 
 
●緊急事態宣⾔発令中と⽐べて現在の在宅時間は「変わらない」が 41％ 

 
 
●緊急事態宣⾔解除後の家事負担度合いは、約 86%もの⼈が発令中と同程度または同程度以上 

 
緊急事態宣⾔解除後の家庭内での家事の負担は、1 位『緊急事態宣⾔発令中と変わらない（58%）』、
続いて『⼤きくなった（28%）』という結果となりました。合計で約 86％もの⼈が、外出⾃粛により在
宅時間が⻑くなったのと⽐例して家事時間が多くなった宣⾔発令中の家事負担と、同程度もしくは同程
度以上の負担感を感じていることがわかりました。 
 
 



 

●家事の負担が⼤きくなったと感じる理由 

 
家事負担が⼤きくなったと感じる理由の第 1 位は、「分散登校や給⾷未再開などにより、昼⾷準備が必
要だったりスケジュールが⾒通せず準備が困難になっている（46%）」でした。続いて、「⼦供の学校
や保育園が再開し、検温表や書類準備など⼦供に関する作業時間が増えた（45%）」、「コロナ対策を
しながら通常の⽣活に戻るために、⾐類・持ち物・家の中などの衛⽣対策をする負担が増えた
（39%）」、「⾃分・家族の出社勤務が再開し、家事をする時間が⼗分に取れなくなったため
（38%）」と続き、家事の負担感が⼤きくなる理由として、⽣活の変化やコロナ対策のためのイレギュ
ラーなタスクが増えたことによるものが⼤きいことがわかりました。 
 
 
●家事の負担が⼤きくなった⼈の中で、特に負担感が⼤きい家事の 1 位は「料理」 

 
 
家事負担が⼤きくなったと感じる⼈のうち、⼀番多かった回答が「料理（41%）」でした。料理以外は
ほぼ同じ割合に分かれました。 



 

負担が⼤きくなったと感じる家事の具体例としては、下記のようなものが挙げられました。 
（⾃由回答、⼀部抜粋） 

分野 負担が⼤きくなったと感じる家事 
料理 ⼦供や夫の昼⾷やおやつの準備、不規則な学校再開のため⼦供の弁当作り 

掃除 ・料理や配送が多くなりゴミの量が増えた 
・ドアノブやリモコンなど床以外の拭き掃除 
・除菌のための拭き掃除や洗濯 
・仕事が再開して在宅時間が短くなり、掃除は後回しになり掃除時間が短くなるため 

⽚付け ・クリーニング店に出さずに⾃宅で洗ってアイロンを掛けること 
・暮らしについて『もっとこうしたい』が増えたが、時間のない⽣活に戻り、そのギャップにスト
レスを感じるようになった 

洗濯 梅⾬に突⼊してコインランドリーへの往復が必須となったため 
その他 ・家族のスケジュール管理 

・家族の感染予防対策 
・⼦供の学校の送迎・準備（コロナ対策でマスク・替えのハンカチに加え、校内着に着替えるなど
の準備も増えた）・連絡 
・学童の準備・連絡、幼稚園への提出物が増えた 

 
 
 
●約半数の⼈が、新型コロナウイルス感染拡⼤以前よりも現在の⽅が家事負担が⼤きくなったと 

感じている 

 
新型コロナウイルス感染拡⼤前よりも現在の⽅が家事負担が⼤きくなったと感じている⼈は、約半数の
51％という結果となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

●90%の⼈が、⾃分の家の中を良くしたいと思っている 

 
⻑期間の外出⾃粛により⾃宅で過ごすことが多くなり、緊急事態宣⾔発令中の「イエナカ時間」を通し
て、解除後の現在も 90％の⼈が「⾃分の家の中をもっといい環境にしたい」と思っていることがわかり
ました。 
 
 
 
●家の中の環境を良くするための取り組みについて、興味を持っている⼈は約 98% 

 
約 98％もの⼈が「家の中をもっといい環境にするための取り組み」に興味をもっており、約半数の
52％の⼈が⼼地よい⽣活を送るために実際に⾏動を起こして取り組みを実践していました。また「取り
組みはしたいと思っているがまだできていない⼈」は 46%で、こちらも約半数の⼈が、実際の⾏動はま
だでもこうした取り組みに興味を持っていることがわかりました。 
 
 
  

 

 



 

●取り組んでいること・興味があることについて 

 
取り組んでいること・興味があるものの 1 位は「家事代⾏（47%）」、2 位は「レシピアプリ・サイトを参
考にする（41%）」、3位は「家事に関する情報を発信しているメディアを参考にする（33%）」という結
果になりました。 
 
他に、取り組んでいる・興味があることについて下記の回答がありました。（⾃由回答、⼀部抜粋） 

分野 具体的内容 
料理 ・料理キットを利⽤、オンラインで⾷材調達、作り置き 

・時短弁当・免疫⼒アップメニューのレシピ検索、短時間で美味しい料理本を購⼊し参考にしている 
掃除 粗⼤ゴミを捨てた、⾒てみぬふりをしていた箇所の掃除、カビの除去 

⽚付け ・断捨離、こまめな⽚付け、 
・テレワークしやすい場所作り、個⼈のプライベートが保たれるような模様替え 
・部屋の壁紙の張替え、家の模様替え、部屋が狭いためウォールシェルフが気になる 
・整理収納の本や WEB サイト・動画を⾒て実践、フリマの⽅法をリサーチ 

家事代⾏ 家事代⾏でアドバイスしてもらった整理収納を実践中、家事は外部に任せて⾃分の精神的負担を軽減 
オンライン
講座、資格 

・整理収納オンラインセミナー、オンライン体験型講座、オンライン料理教室の受講 
・整理収納アドバイザーやクリンネストなどの資格をオンラインで取得 

調理家電 ⽔なし⾃動調理鍋、圧⼒鍋、オーブン、 
ホームベーカリー、スタンドミキサー、⼩型ジューサー 

掃除家電 お掃除ロボット、床拭きロボット、楽に掃除できるコードレス掃除機、⾷器洗浄機 
その他家電 Wi-Fi 環境の整備、乾燥機付き洗濯機、シュレッダー 

その他 ・DIY、キッチンタイルにタブレット端末を固定できるように 100 均アイテムで DIYした 
・家具のリメイク 
・観葉植物を増やして家の中を緑化している、花を飾りたい 
・オフィス⽤椅⼦を購⼊ 
・家電・⾷べ物・調味料など、持っているものをちゃんと使う 

具体的な「取り組んでいる」「興味がある」内容として、整理収納系のコメントが多数挙げられまし
た。コメントは全体で 91⼈が回答、その中の 59%にあたる⼈のコメントが、整理収納分野に関連した
ものでした（＊2）。 
（＊2）【整理収納関連ワード】整理収納、整理、収納、断捨離、⽚付け、模様替え、フリマ、捨てる、不⽤品の９つのワードのどれか
を使ったコメントで抽出 



 

●緊急事態宣⾔解除後に感じている、ライフスタイル・ワークスタイルの変化による⼼境の変化など
（⾃由回答、⼀部抜粋） 

分野 コメント 
時間の 
使い⽅ 

・時間のサイクルがよくわからなくなった 
・家で過ごす時間が増えたので、より暮らしに⼼地よさを求めるようになった 
・家の時間を充実したい思いが膨らむ⼀⽅、仕事で時間的ゆとりの無い⽣活に戻り、⼼理的ギャッ
プが⼤きくなった 
・以前は当たり前だった事ができず、⼦供のオンライン授業や分散登校などに労⼒と時間を取られ
てペースが掴めなくて疲れる 
・在宅の割合が⾼くなり体⼒的にも時間的にもゆとりができた 
・解除直後は慌ただしかったが、やっと通常に戻ってきた気がする。以前より家の中の環境を良く
したい(掃除を丁寧にしたいなど)と思うようになった 

掃除・ 
⽚付け 

・時間があれば⽚付けられることがわかった、仕事しやすい環境にしたい 
・衛⽣観念がかなり厳格になった、いつもキレイな状態が保てるようにしたい 
・ドアノブや頻繁に使う⾷卓などある程度はアルコールなどで拭いたりしているが、家中となると
なかなか厳しいというのが現状。 

働き⽅・
暮らし⽅ 

・今後も適度に在宅勤務をとりいれていきたい。 
・いらないものを削ぎ落とし、シンプルな暮らしをしたい。 
・丁寧な⽣活を意識するようになった 
・在宅時間を快適に過ごせるように⼯夫するようになった 

その他 ・まだ不安は残るが、少しずつ最低限の外出を始めたい 
・案外順応できている 
・感染リスクを避けるため、家でできることは家でやりたいと思うようになった 

課題、 
不安に 
思ってい
ること 

・家事や⼦どもの教育は⼥性がやるものだというジェンダー的役割が、さらに際⽴ち、疲弊してい
る⼥性は周りでもとても多い。今後はそうした意識改⾰の変化が更に必要だと感じた 
・⾊々なことが再開しても、以前と同じではないということを⼦どもに教えることが⼤変 
・かわり映えしない毎⽇で、誰とも会話せずストレスが溜まっている 
・新しい対応についていけない、⼼⾝共に疲弊 
・コロナよりも登園⾃粛や⽣活の制限がきつく、第 2派が怖い 
・まだ在宅勤務が続いているので、元の⽣活に戻れるか不安 

 
●回答者プロファイル 

 



 

【別紙 2】 
 
■タスカジさんの感染予防対策について 
 
●タスカジさんに啓蒙・実践してもらい、配布しているテンプレート 

 
＜ご参考＞ 
新型コロナウイルス感染によるキャンセル⼿続きと対策についてのお知らせ 
https://support.taskaji.jp/hc/ja/articles/360041059952 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先＞ 
株式会社タスカジ 広報担当：⾨出 万⾥⼦（もんで まりこ） 

 Tel：080-7827-9202 E-mail：pr@taskaji.jp 

 
■政府が⽰した新しい⽣活様式を実践し、感染防⽌の３つの基本に取り組んでいます 
①⾝体的距離の確保 
②マスクの着⽤ 
③⼿洗い 
 
＜実践している項⽬＞ 
□毎朝の体温測定、健康チェック 
□移動時や仕事中はマスクを着⽤ 
□訪問宅のドアノブを触る前に⼿を消毒液で消毒 
□仕事開始前に⼿洗いをする（洗⾯所をお借りします） 
□⼿洗いは 30秒程度かけて⽔と⽯けんで丁寧に洗う 
□⼈との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける 
□会話をする際は、可能な限り真正⾯を避ける 
□移動に公共交通機関を利⽤する際は、会話は控えソーシャルディスタンスに⼼がける 
 
■依頼者様やご家族の安⼼安全のためにも、下記についてご協⼒お願いいたします 
・三密を避けるため、室内の換気にご協⼒ください。 
・マスクを着⽤しての作業は例年より熱中症のリスクが⾼まるようです。エアコンの使⽤にご協⼒お
願いいたします。 
・依頼⽇に依頼者様やご家族の体調がすぐれない場合は事前にメッセージでお知らせください。⽇程
変更などご相談させていただきます。 
 


